
4.5GHz帯ローカル5G
屋内・非同期運用条件案

2020年2月21日
株式会社NTTドコモ

Copyright ©2020 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

ローカル5G作業班（第11回） 資料11-5



2Copyright ©2020 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved. 2

はじめに

• 既に4.5GHz帯を運用している当社の観点から、下記の基本的な考え方より
4.5GHz帯ローカル5G屋内・非同期利用についての運用条件を提案させて頂きます。

【当社の基本的な考え】
– 同一TDD帯域内で運用される以上、同期局は非同期局よりも優先的に保護されるべき
– しかし、今後不特定多数のローカル5G事業者が現れる可能性も考慮すると、対非同期局との
下記干渉協議を個別に対応していくのは現実的では無い

• 全国5G事業者-ローカル5G事業者間
• ローカル5G事業者-ローカル5G事業者間

– 特に、ローカル5G非同期局が先に設置されている場合、後発の同期局を設置する事業者は
先発の非同期局の設置場所や干渉協議対象の事業者を事前に知り得ないため、
非同期運用に対しては、干渉協議不要となるよう審査基準等の中で条件・制約を設けるべき
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ローカル5Gの屋内・非同期運用条件案(4.6-4.8GHz)

• 同期局被干渉観点で、阪神電鉄様の隣接周波数検討は下記の所要改善量

基地局： GBによらず常にプラス(~9.2dB)

移動局：GBによらずモンテカルロで常にマイナス

基地局：GBによらず常にマイナス

移動局：GB=CBWとモンテカルロでマイナス

同期マクロ
非同期スモール 非同期スモール

壁損=16.2dB

同期スモール

• つまり、
– 同期基地局保護観点では、非同期・屋内局から屋外に電波が漏れないよう追加制約が必要

• 例えば審査基準で、非同期免許条件として追加壁損、電力低減、大地面方向のEIRP制限等を求める

– 同期移動局保護観点では、
• 同一屋内に同期移動局が入る可能性がある場合はGB=CBWが必要
• 同一屋内に同期移動局が入る可能性がない場合は問題無し

上の整理により、与干渉・被干渉の両観点で4.5GHz帯の同期運用事業者(全国・ローカル問わず)が
干渉調整をせずに非同期運用が実現可能と想定 ※具体的な値や提出方法については精査が必要

ローカル事業者が免許申請時に
いずれか選択し、必要な情報を
提出・運用することを想定

3m 3m
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(参考)隣接周波数の阪神様中間検討結果
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